






















































































































































































































































64 立教経済学研究第43巻 第3号 1990年
第1表住友家の新等級編成〈明治2年〉
l日 格 新等級 日給 扶持米
老 分 1等 30両 7人扶持
店支配人 2等 25両 6人扶持
7C 締 3等 20両 5人扶持
千受 頭 4等 15雨 4人扶持
本 役 5等 10両 3人扶持
若手代 6等 7両 2人扶持
前 髪 7等 3両 2人扶持
子 供 8等 2両 2人扶持
出入方 9等 2雨 2人扶持





























事務員 月給 技術員 月給
上等1等 150円 上等1級 150円
2 100 2 120 
3 70 
等内1等 50 等内 l級 100 
2 40 2 80 
3 30 3 60 
4 25 4 45 
5 20 5 35 
6 15 6 25 
7 10 7 18 
8 8 8 12 
9 6 9 9 
10 4 10 6 
等外員 月給 鉱夫頭 月給
等外l等 7 等.1級 9 
2 6 2 7 
3 5 3 6 
4 4 



























































































年 次｜ 摘 要 院入人員｜解傭人員1±1庶民
明治17 7月7日創業当時の人員 不詳 不詳 766 
18 同よ 同上 780 
19 向上 同上 781 
20 向上 向上 799 
21 向上 同上 1,104 
22 22年より24年に豆り大阪商船会社3鋼船建造 同上 向上 1,173 
23 ｜司上 同上 1,254 
24 向上 向上 1, 576 
25 向上 同上 1, 468 
26 向上 向上 1, 213 
27 始めて須磨丸の工を起す 向上 同上 1,450 
28 須磨丸に引続き立神メLの工を起す 向上 向上 1, 749 
29 第2船渠成る 向上 向上 2,607 
30 年始職めて 6,00£屯以上の船の建造に着手す， 日清戦役後にて昨今両 向上 向上 3, 799 
ヱの動揺最も甚し。
31 2,457 2,826 3,430 
32 2,507 2,379 3,558 
33 2,854 2,251 3,792 
34 5,253 3,836 5,209 
35 3,340 3,356 5,193 
36 2,894 2,429 5,658 
37 日露開戦 1,708 2,074 5,292 
38 日露戦士患む第3船渠閲渠始めて13,000屯の新造船を起す。 3,801 2,348 6,754 
39 戦後修理船轄較す。 6,020 3,894 8,871 
40 新造船事業大発展をなす。 5,812 5,014 9,669 
41 4月28日在籍10,664人に上る之を創業以来の最多数とす。 4,023 4,681 9,011 
42 事業沈衰大に職工を罷免す。 603 3, 911 5,703 
43 事業梢回復大に陸上工事を収容す我巡洋艦及清国砲艦の注文を受 1,069 1,393 5,379 
く。
44 事業張益々回復職工は増員をなす我装甲巡洋艦の注文を受け工場の 2,471 1,433 6,417 
拡に着手す。
大小汽船ダコ註文を受けたもの少からず。 2,527 1, 621 7,323 
大正 1



























































































































この工場法は明治44年 (1911) 3月に可決公布せられたが，施行は大iE5年（1916) 9月ま
で引きのばされた。しかも，工場監督をする官吏の数は，欧州大戦の戦中戦後を通じて工場法
適用工場の激増にもかかわらず，微増であった。したがって，監督官吏1人当りの受持工場数

































































27 45社 職工数 1社平均 鐘紡
34 64社 66,399人 1,037人 9,596人


































































































































78 ；立教経済学研究第43巻 第3号 1990年
第4表紡績業各社賃金比較表（明治29年〉
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関心事となる。 4割・ 5割・ 6別配当を可能にした紡績業，それは当然，急膨張・急成長を捲
き起し，いち早く恐慌を生じながら，しかもなお集積・集中を遂げてゆく。かくして，紡績業
は労働移動，職工争奪・防衛の修羅場となる。績紡各社ば，他社職工引抜禁止の同盟を結成す
る。そのとき，同盟にひとり加盟せず，同盟と熱烈な闘かいをしながら，自由放任主義の旗印
をかかげてさらに多くの女工を吸引し，吸引した女工を定着せしめようとする政策を掲げ，実
行したのが鐘紡であり，その旗手が武藤山治。
激しい労働移動状況の中で，労働者を吸引定着せしめるためには，他社を上回る高賃銀を出
し，労働条件を良くし，長期勤続すればするほど労働者にとって有利な賃銀体系，処遇をする
ことである。武藤はそれをした。抜群の高賃銀，年功賃銀，年功的昇進昇格，手厚い福利厚生
の諸施策・諸施設，これらを温情主義イデオロギーをもって彩どり展開した。これを可能にし
たのは，近代的な技術・管理の採用であった。武藤より遥かに凄まじL、人道主義イデオロギー
のもとに大原孫三郎の倉敷紡績の経営体系もまた武藤のそれと同巧異曲のものであった。
労働力の定着が日本的経営の決定的条件ではない。労働力の定着が，それぞれの企業にお叶
てなされ，労働市場が分断せられ，企業分断的・封鎖的労働市場が形成せられ，一度び所属し
日本的経営の生成 85 
た企業を離れることを不利にし，定着せざるを得ない情況が同時に存在しなければならなL、。
労働市場の分断・閉鎖的労働市場は，労働組合逼動の弾圧によって成立する。労働力の定着は，
開放的な労働市場，強力な労働組合運動のもとにおいても可能である。企業別賃銀ではなく企
業横断賃銀のもとにおいても，労働者の定着は可能である。それは，欧米の労働組合がかちと
っている先任権制度によって可能となる。小池和男は，先任権制度のほうが年功制よりもさら
に年功的であると論じている。
先導的に近代化を押しすすめ，労働者の定着化を実現してゆく企業に引っ張られて，全ての
企業がその道を進みはじめ，その路線で競争が展開せられるとき，労働者の企業への参加様式
は契約型から所属型に転化し，企業は経済的共同体と化し，しかも資本家的競争のもとで栄枯
盛費することになるから，この経済共同体は運命共同体的な性格を強く帯びることになる。企
業が，経済共同体・運命共同体としての性格を帯びてくるということは，家的性格を帯びてく
るということであり，家共同体の経営原理たる家の論理を企業が資本の論理とともにもつこと
になる。
先進的な企業により契約型ではなく所属型経営体が成立し，家の論理が企業内に再生せられ
てくると，伝統的な家訓・家憲を近代的に洗練し直した家イデオロギーをもって，企業は更に
家的性格を帯びて来ることになる。
かくして，それぞれの企業の経営内容の労働諸条件における格差が生じることになる。各企
業は経済共同体・運命共同体として格上げ競争をするここになる。そして，この序列化し格付
けされ格上競争に参加する企業群の下層に，劣悪な労働条件によってのみ成立している治大な
中小企業群が構造的に存在せしめられており，そのような中小企業群の存在によって，日本的
経営＝家的論理をもっ企業の存在が可能ならしめられているのである。
